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システムデータ（ラウンチパッド） - ヘルプ 
このドキュメントでは、以下の項目についてシステムデータの概要をご説明します。 

 システムデータ管理 

 マスターリストのフィルター/ソート/グループ化 

 システム詳細 

 システムの削除 

 システムの編集 

 システムの再割り当て 

 必要な権限 

システムがお気に入りとして追加された場合、インシデントが作成された場合、ライセンスキーが過

去 1 年間に申請された場合、システムデータは自動的に更新されます。 このタイルはユーザープ

ロファイルの On Premise ロールによって決まります。 データは SAP Solution Manager によって

自動的に更新されることもあります。 

   

システムデータ管理 

  

 

1. システム一覧では、ユーザーは、お気に入りのシステムと使用権限のあるすべてのシステ

ムを切り替えて表示することができます。また、システムを検索することもできます。 

2. システム一覧にシステムの名称とタイプが表示されます。システムをクリックすると詳細が

表示されます。 

3. お気に入りのシステムには星印のアイコンがついています。システム名が赤で表示されて

いる場合は無効なシステム、システム名が黒で表示されている場合は有効なシステムで

す。Early Watch Alert が有効化されているシステムには「！」マークがついています。  

https://support.sap.com/content/dam/support/ja_jp/library/ssp/my-support/help-for-sap-support-applications/user-data-administration.pdf
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マスターリストのフィルター/ソート/グループ化 

 

   

 フィルタリングでは、[お気に入り] および [すべて] のリストについて、[有効/非有効]、[インス

トレーション]、[カスタマ]、[システムタイプ]、[製品バージョン] でのフィルターが可能です。 

 システムタイプでは、[PROD]、[TEST]、[DEVELOP]、[BACKUP]、[DEMO]、[TRAIN] など

システムタイプ別に絞り込むことができます。 この例ではマスターリストを [TEST] でフィル

ターしています。 

 [インストレーション]、[カスタマ]、および [製品バージョン] によるフィルターには、ユーザー

が必要なオプションを選択できるリストが作成されます。 

 [パートナによるサポート] でのフィルターで選択できるチェックボックスは [no] だけです。 

 ソートオプションには、[昇順]、[降順]、[有効/非有効]、[インストレーション]、[カスタマ]、[シス

テムタイプ]、[製品バージョン]、[パートナによるサポート] があります。 

 システムは [昇順]、[降順]、[有効/非有効]、[インストレーション]、[カスタマ]、[システムタイ

プ]、[製品バージョン]、[パートナによるサポート]のいずれかにグループ化できます。 

 システムのリストがフィルタリングされている場合は明確にわかるようになっています。 
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システム詳細 

 

 星印のアイコンを使ってシステムをお気に入りとして追加 / 削除します。お気に入りのシス

テムを追加または削除する時、確認メッセージが表示されます。 

 ［自動更新］では、データの自動更新（SAP EarlyWatch Alert サービスによる自動更新な

ど）が有効または無効のいずれになっているか表示されます。 

 システム名、システムタイプ、インストレーション製品、インストレーション名、インストレーシ

ョン番号が表示されます。 

 最終変更者の表示 

 ［製品バージョン］タブには、現在の製品バージョンおよびアップグレード計画、製品バージ

ョンおよび用途タイプ、カーネル、ソフトウェアコンポーネントバージョンおよびサポートパッ

ケージが表示されます。 

 ［サーバおよび SAProuter］ タブには、メインと追加の SAProuter、および DB、アプリケー

ション、その他のサーバーに関する情報が表示されます。 

 ［ライセンスキー］タブには、システムのライセンスキーのデータが表示されます。この情報

は［ライセンスキー］タイルから取り込まれます。 

  

システムの削除 
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対象のシステムを表示して [削除] ボタンを押下します。 確認メッセージが表示され、SAP ではライ

センス上の理由から、システムの停止に関する情報が電子フォームで必要であることが通知されま

す。 処理を続行すると、依頼が SAP に送信され、即時に処理されます。 SAP Service 

Marketplace 上の情報は、これより少し遅れて更新されます。 ご質問がある場合は、コンポーネン

ト XX-SER-SAPSMP-SYS にてインシデントを登録してください。 システムを削除する場合は、[削

除] ボタンをクリックします。 

 

システムの編集 

  

 

  

 対象のシステムを表示して [編集] ボタンをクリックすると [システム編集] 画面が表示され

ます。[中止] を押すと「システム」画面に戻ります。 

 「システム編集」画面で、[システム名]、[システムタイプ]、[現在の製品バージョンおよびアッ

プグレード計画] を編集することができます。 変更について [保存] または [中止] を押しま
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す。 システムタイプによって表示されるフィールドが異なります。 本稼動システムの場合、

アップグレード計画情報も編集することができます。 

 製品バージョンによっては、SAP enhancement package やアドオン製品バージョンを追

加できます。 プラスアイコン (+) を押すと入手可能なアドオン製品バージョンの一覧が表示

されます。[More] をクリックすると一覧が展開されます。 

 SAP enhancement package やアドオン製品バージョンを削除するには、丸で囲まれた X 

の赤いアイコンをクリックしてください。 

 製品バージョンによっては、プラスアイコン (+) を押して使用タイプを追加できます。ポップ

アップで使用タイプを検索し、一覧から 1 つ選んで [OK] を押します。 

  

 

 [サーバ] タブを選択し、メインと追加の SAProuter、または DB、アプリケーション、および

その他のサーバーを追加します。ルーターの詳細を入力して [保存] を押下します。ルータ

ーが正常に保存されたことを確認するメッセージが表示されます。ルーターを削除するに

は、丸で囲まれた X の赤いアイコンをクリックしてください。 

   

システムの再割り当て 

  

システムを別のテクニカルインストレーションに割り当てることができます。 システム詳細ビューの

右上隅にあるアクションボタンを使って、ドロップダウンボックスから新しいインストレーション番号を

選択してください。 

 


